
アカデミアを支えるプロが存在する意味

大学と仕事をすることの難しさ

なぜ研究者という存在を支えるのか

ポ
ス
ト
　
　博士
人
材
が
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る
受
け
皿
作
り

時
　
間
　
　テク
ノ
ロ
ジ
ー
で
研
究
者
に
時
間
と
自
由
を
取
り
戻
す

研
究
費
　
　個人
が
研
究
者
を
直
接
支
え
る
世
界
観
へ
　

寄り添う企業たちの挑戦
アカデミアの３つの難問どう解決？

　変える
民間が　

ＮＥＤＯ　スケールアップ検証と人材育成の場に

微生物機能を活用　関東圏にバイオ生産の実証拠点

瞬
時
に
類
似
検
索
で
き
る
ハ
ッ
シ
ン
グ
技
術

「
世
界
初
」Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
実
現

創薬、ガン検診などの大規模データ　高速・精密に分類

Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
非
対
面
つ
り
銭
機

オ
ー
ベ
ル
薬
局
で
利
用
開
始

感
染
症
対
策
に
貢
献

（５） 第３８４０号第３種郵便物認可 ２０２１年（令和３年）９月３日（金曜日）（週　刊）

　湯浅　われわれが民間企業として一番悩まされる

のは「公平性」を必要以上に重視する大学のスタン

スではないでしょうか？　一生懸命知恵を絞った提

案に「一社だと公平性が保たれないので数社で進め

ます」と最後にどんでん返しがあることは日常茶飯

事です。

　山田　人材業界はさらに競争が激しく、大学への

営業も熾烈です。人材紹介エージェントというだけ

で相手にしてもらえないというつらい経験はよくあ

りますね。

　柴藤　クラウドファンディングも同じで、「acade

mistだけ使うのは公平性がない」とやはり言われま

す。研究者の方が使いたいと言ってくださっても、

学長決済までに２年かかり機を逃してしまったケー

スもあります。大学側の意思決定フローのアップデ

ートも必要なのかもしれません。

　山田　研究者への純粋なリスペクトがあると同時

に、国がお金をかけて育て上げた高度人材を活かさ

なければという使命感があります。突き詰めた先に

職業研究者としての道があれば、その可能性を社会

はもっと厚くしていくべきです。そして、別のキャ

リアを模索するタイミングが来たとき、私たちはセ

ーフティーネットとしてそこにいたいのです。

　柴藤　いまアカデミアという業界自体が大きな変

革の中にあります。情報革命によって出版や大学の

あり方が劇的に変わる過渡期の中では、研究者が

個人の発信力を高めることによって世界を変えう

る研究が生まれるのではないか。民間企業が持つ資

本主義的な考え方と、アカデミアの価値観を融合さ

せ、全く新しいものを生み出す場を作りたいので

す。

　湯浅　研究者が持つ、考えて議論をし尽くし、自

らに寄って立ち人と違う意見を言える能力を社会の

力にしていくべきです。彼らの自由を守る協力者と

してわれわれのような企業がいる意味があると思っ

ています。アカデミアを支えることは、ひいては科

学技術と文化の恩恵を年後、年後も守りつづけ

ることにつながります。

山田諒（株式会社アカリク　代表取締役）
https://acaric.co.jp/

　
ア
カ
リ
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
が
持
つ
知

恵
の
流
通
の
最
適
化
で
す
。

日
本
で
は
、
能
力
が
高
い
博

士
の
民
間
就
職
率
が
極
め
て

低
い
状
態
で
す
。
創
業
者
の

林
信
長
は
、
自
身
の
大
学
院

在
籍
経
験
か
ら
、
こ
の
問
題

を
解
決
し
よ
う
と
会
社
を
始

め
ま
し
た
。

　
博
士
人
材
の
民
間
就
職
に

は
、
企
業
と
大
学
院
生
双
方

に
根
深
い
意
識
の
ね
じ
れ
が

あ
り
ま
す
。
大
学
側
に
は
博

士
は
ア
カ
デ
ミ
ア
に
残
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
い

ま
だ
強
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
博
士
を
積
極
的

に
採
用
し
た
い
企
業
が
い
て

も
、
博
士
側
は
自
分
の
研
究

内
容
に
固
執
し
て
し
ま
う
一

方
で
、
民
間
企
業
側
は
修
了

時
点
で

代
手
前
で
あ
る
博

士
に
対
し
て
、
「
社
会
経
験

が
乏
し
い
」
と
採
用
を
渋
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
な
か
な
か
最
適
化
に
つ

な
が
ら
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
よ
う

な
民
間
企
業
の
出
番
で
す
。

ア
カ
リ
ク
に
は
、
自
ら
が
博

士
課
程
や
ポ
ス
ド
ク
を
経
験

し
、
博
士
と
企
業
両
方
の
立

場
を
理
解
し
た
経
験
豊
富

な
社
員
が
多
く
在
籍
し
て
い

ま
す
。
民
間
企
業
だ
か
ら
こ

そ
分
野
や
業
種
の
固
定
観
念

に
縛
ら
れ
ず
に
マ
ッ
チ
ン
グ

で
き
ま
す
。
大
学
院
生
の

研
究
の
内
容
を
深
く
理
解

し
、
そ
の
人
の
核
と
な
る
能

力
を
見
い
だ
し
た
う
え
で
、

本
人
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う

な
能
力
を
生
か
せ
る
領
域
の

仕
事
を
提
案
し
、
選
択
肢
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
ア
カ
デ
ミ
ア
で
身
に
付
け

た
ど
の
よ
う
な
能
力
が
企
業

で
直
接
役
立
つ
の
か
？
と
よ

く
訊
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
高
度
な
問
題
解
決
能
力
」

に
尽
き
ま
す
。
研
究
は
自
ら

課
題
設
定
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
回
し
な
が
ら
成
果
に
つ

な
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で

す
。
民
間
企
業
の
研
究
開

発
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

解
析
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

と
い
っ
た
領
域
で
、
博
士
人

材
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
採
用
に

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
ア
カ

デ
ミ
ア
で
研
究
に
挑
戦
し
た

い
と
思
う
人
た
ち
が
、
将
来

の
不
安
を
抱
え
ず
に
修
士
課

程
・
博
士
課
程
に
進
み
、
心

置
き
な
く
研
究
に
注
力
し
挑

戦
で
き
る
環
境
を
作
り
、
そ

の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
で

す
。
民
間
企
業
を
経
験
し
た

か
ら
こ
そ
社
会
人
学
生
に
な

り
た
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

る
で
し
ょ
う
し
、
民
間
企
業

に
も
ア
カ
デ
ミ
ア
に
も
、
い

つ
で
も
戻
れ
る
ん
だ
と
い
う

可
能
性
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
ア
カ
リ
ク
を
卒
業
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
と

協
力
し
て
、
博
士
の
新
し
い

生
き
方
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湯浅誠（カクタス・コミュニケーションズ株式会社　代表取締役）
https://cactusglobal.com/jp/

　
研
究
者
に
研
究
す
る
自
由

と
時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
、

国
や
言
語
に
よ
っ
て
ハ
ン
デ

を
う
け
な
い
こ
と
、
そ
の
当

た
り
前
の
世
界
を
作
る
こ
と

が
、
カ
ク
タ
ス
が
創
業
以
来

エ
デ
ィ
テ
ー
ジ
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
を
通
じ
て
一
貫
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
課
題
で
す
。

熾
烈
化
す
る
論
文
出
版
競
争

に
、
増
え
る
雑
務
に
、
ポ
ス

ト
と
予
算
の
確
保
に
と
、
研

究
者
の
時
間
と
自
由
は
ま
す

ま
す
奪
わ
れ
る
ば
か
り
で

す
。
人
類
の
発
展
に
お
い
て

極
め
て
貴
重
な
は
ず
の
研
究

者
の
頭
脳
と
時
間
が
い
び
つ

な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
奪
わ

れ
て
い
る
状
況
を
変
え
な
け

れ
ば
、
と
い
う
使
命
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
問
題
解
決
に
は
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
大
き
な
鍵
を
握
っ
て

い
ま
す
。
人
的
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
い
ち
企
業
が
こ
の
課
題

に
立
ち
向
か
う
の
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
研
究
者
の
日

々
の
情
報
収
集
、論
文
出
版
、

情
報
流
通
に
い
た
る
ま
で
、

ア
カ
デ
ミ
ア
の
活
動
を
最
適

化
す
る
余
地
は
山
ほ
ど
あ
る

の
で
す
。
カ
ク
タ
ス
は
自
社

に
開
発
チ
ー
ム
を
抱
え
、
機

械
学
習
や
自
然
言
語
処
理

（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
な
ど
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
を
活
用
し
た
、
研

究
支
援
の
た
め
の
Ａ
Ｉ
ツ
ー

ル
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、

ア
プ
リ
の
開
発
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　
今
や
研
究
者
の
多
く
が
自

動
翻
訳
や
英
文
校
正
ツ
ー
ル

を
駆
使
し
て
短
時
間
で
論
文

を
完
成
さ
せ
る
技
を
身
に
つ

け
て
い
ま
す
。
学
術
出
版
社

側
も
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
論
文

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
精
度

を
上
げ
、
出
版
に
か
か
る
時

間
短
縮
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て

い
ま
す
。
研
究
は
高
度
に
専

門
分
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
情
報
処
理
に
は
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
役
に
立
ち
ま

す
。
私
た
ち
は
個
人
の
研
究

者
へ
の
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
を

長
年
行
っ
て
き
た
知
恵
を
生

か
し
て
、
人
を
介
す
べ
き
と

こ
ろ
と
自
動
化
す
べ
き
と
こ

ろ
、
２
つ
の
勘
所
を
見
極
め

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
最
近
で
は
個
人
の
研
究
者

向
け
に
、
複
数
の
研
究
支
援

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
統
合
し
た

Researcher.Life

（
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
ラ
イ
フ
）
と
い
う
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
リ
リ

ー
ス
し
ま
し
た
。
投
稿
前
の

論
文
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

お
す
す
め
文
献
ア
プ
リ
、
隙

間
時
間
で
学
習
で
き
る
コ
ー

ス
や
ピ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど

を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
研
究
活
動
に
関
わ

る
す
べ
て
が
そ
こ
で
完
結
す

る
国
際
的
な
「
研
究
者
エ
コ

シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
成
長
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
研
究
者
が
本
質
的

な
仕
事
に
注
力
で
き
る
よ

う
、
企
業
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
模
索
し
て
い
き
た
い
で

す
。

柴藤亮介（アカデミスト株式会社　代表取締役ＣＥＯ）
https://www.corp.academist-cf.com/

　
従
来
、
研
究
費
の
獲
得
方

法
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け

て
国
・
地
方
自
治
体
、財
団
、

企
業
と
い
う
３
つ
の
選
択
肢

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
国
に

よ
る
研
究
費
が
年
々
競
争
的

か
つ
不
安
定
に
な
る
中
で
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

は
第
４
の
方
法
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
の
違

い
は
、
個
人
の
財
布
か
ら
直

接
支
援
が
な
さ
れ
る
点
で

す
。
現
在
ま
で
に
当
社
が
運

営
す
る
学
術
系
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
「
ａ

ｃ
ａ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｓ
ｔ
」で
は
、

約
２
億
円
の
支
援
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
科
研
費
の
年
間
予
算
２
３

０
０
億
円
と
比
較
す
る
と
０

・
１
％
に
満
た
ず
、
今
は
ま

だ
足
元
に
も
及
ば
な
い
金
額

で
す
。

　
し
か
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
価
値
は
金
銭

的
な
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
研
究
者
と

サ
ポ
ー
タ
ー
の
個
人
的
な
つ

な
が
り
で
す
。
実
際
に
支
援

を
き
っ
か
け
に
共
同
研
究
が

生
ま
れ
た
り
、
大
手
メ
デ
ィ

ア
へ
の
掲
載
に
つ
な
が
っ
た

り
と
、
こ
れ
ま
で
に
国
が
実

現
で
き
な
か
っ
た
新
し
い
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
数
年

で
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
対
す
る
大
学
関
係
者
と

研
究
者
の
方
々
の
意
識
も
随

分
変
わ
り
ま
し
た
。
ア
カ
デ

ミ
ア
外
に
目
を
向
け
、
研
究

費
の
獲
得
手
段
と
し
て
だ
け

で
な
く
有
効
な
研
究
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
手
段
と
と
ら
え
る

人
が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
作
り
た
い
世
界
観

は
、
約

万
人
の
日
本
の
研

究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
何
百
人
、

何
千
人
と
い
う
フ
ァ
ン
を
持

ち
、
継
続
的
に
支
援
を
受
け

て
研
究
を
進
め
る
と
い
う
新

し
い
方
法
を
確
立
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
に

は
次
世
代
型
の
チ
ー
ム
づ
く

り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
私

た
ち
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
仕
組
み
を

通
し
て
、
教
授
・
准
教
授
・

助
教
と
い
う
旧
来
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
型
の
ラ
ボ
の
枠
組
み

に
閉
じ
ず
、
内
外
に
多
様
な

仲
間
を
作
っ
て
戦
略
的
に
役

割
分
担
し
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
人
と
資
金
が
継
続
的
に

集
ま
る
「
開
か
れ
た
学
術
業

界
」
を
実
現
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
自
ら
動

い
て
状
況
を
変
え
て
い
く
パ

ワ
ー
の
あ
る
研
究
者
の
方
と

共
に
、
大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　研究費、ポスト、時間。日本のアカデミアが抱える３つの難問をビジネスを

通じて解決しようとする民間企業がある。研究者が自らの好奇心に基づいた挑

戦的な研究に取り組み、持続的に研究成果を生み出せる環境をどうしたら守れ

るのだろうか？　研究者に寄り添い、この解決に取り組む３つの企業、アカデ

ミスト株式会社、株式会社アカリク、カクタス・コミュニケーションズ株式会

社の代表に話を聞いた。

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
、
政
府
の
掲
げ
る
バ
イ
オ
戦
略

に
基
づ
き
、
関
東
圏
に
産
学
で
の
バ
イ
オ
生
産
実

証
を
推
進
す
る
拠
点
を
形
成
し
、
バ
イ
オ
も
の
づ

く
り
に
携
わ
る
人
材
を
育
成
す
る
事
業
を
開
始
す

る
。
バ
イ
オ
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
拠
点
と
し
て
、

Ｌ

か
ら
３
０
０
Ｌ
ま
で
の
発
酵
槽
を
備
え
る
三
井
化

学
の
茂
原
分
工
場
内
（
千
葉
県
茂
原
市
）
の
既
存

設
備
に
加
え
、
こ
れ
に
隣
接
し
た
最
大
３
０
０
０

Ｌ
の
発
酵
槽
を
含
む
発
酵
設
備
や
前
処
理
・
糖
化

設
備
、
精
製
設
備
な
ど
、
一
連
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス

ケ
ー
ル
の
バ
イ
オ
生
産
設
備
を
新
設
す
る
計
画
。

　
微
生
物
や
植
物
な
ど
の
生
物
を
用
い
た
物
質
生

産
（
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
）
は
、
微
生
物
育
種
や

発
酵
技
術
、
遺
伝
子
組
み
換
え
植
物
に
よ
る
物
質

生
産
技
術
な
ど
に
強
み
を
持
つ
日
本
が
競
争
力
を

発
揮
で
き
る
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
技

術
は
現
場
担
当
者
の
経
験
に
基
づ
い
た
匠た

く
み

の
技

と
も
言
わ
れ
、
製
造
拠
点
の
海
外
進
出
や
熟
練
担

当
者
の
高
年
齢
化
に
伴
い
、
技
術
の
継
承
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
熟
練
者
の
暗
黙
知
を
デ
ジ
タ
ル
化

（
形
式
知
化
）
す
る
な
ど
、
バ
イ
オ
と
デ
ジ
タ
ル

の
融
合
を
基
盤
と
す
る
環
境
・
技
術
・
人
材
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
政
府
の
統
合

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
推
進
会
議
は
２
０
２
０
年

に
ま
と
め
た
「
バ
イ
オ
戦
略
２
０
２
０
」
で
、
バ

イ
オ
と
デ
ジ
タ
ル
の
融
合
の
た
め
の
基
盤
整
備

と
、
世
界
の
人
材
・
投
資
を
引
き
つ
け
る
国
際
拠

点
を
形
成
す
る
な
ど
、
集
約
型
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
バ
イ

オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
地
域
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
」を
基
盤
的
施
策
の
一
つ
に
位
置
づ
け
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
こ
の
戦
略
を
踏
ま
え
、
今
回

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
を
加
速
す
る
バ
イ

オ
由
来
製
品
生
産
技
術
の
開
発
」
事
業
の
一
環
と

し
て
、
関
東
圏
に
お
け
る
産
学
で
の
バ
イ
オ
生
産

実
証
を
推
進
す
る
拠
点
形
成
や
、
バ
イ
オ
も
の
づ

く
り
人
材
の
育
成
を
行
う
事
業
を
開
始
す
る
こ
と

に
し
た
。
同
事
業
は
、
微
生
物
機
能
を
活
用
し
た

物
質
生
産
に
つ
い
て
、
基
礎
研
究
と
事
業
化
の
間

に
難
関
や
障
壁
と
し
て
存
在
す
る
「
死
の
谷
」
を

越
え
、
商
用
生
産
へ
到
達
で
き
る
バ
イ
オ
由
来
製

品
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど

が
開
発
し
た
有
用
な
生
産
候
補
株
（
ス
マ
ー
ト
セ

ル
）
の
商
用
生
産
を
想
定
し
た
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

検
証
の
場
と
し
て
、
同
拠
点
を
提
供
し
て

年
度

ま
で
整
備
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
さ
ら

に
、

年
度
以
降
は
段
階
的
に
同
拠
点
を
活
用
し

た
バ
イ
オ
生
産
実
証
を
行
う
企
業
・
大
学
・
研
究

機
関
な
ど
を
公
募
し
、
委
託
も
し
く
は
助
成
す
る

事
業
ス
キ
ー
ム
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
関
東
圏
で
の
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
に
向
け
て
設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
Ｇ
Ｔ
Ｂ

（Greater Tokyo Biocommunity

）
協
議
会

仮

称
」
と
も
連
携
し
、
バ
イ
オ
生
産
実
証
拠
点
の
利

用
を
希
望
す
る
ユ
ー
ザ
ー
企
業
な
ど
へ
の
情
報
提

供
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
こ
の
実
証
拠
点
形
成
、
人
材
育
成

の
事
業
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
生
産
に
携
わ
る
既
存

企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
の
さ
ら
な
る
発
展

と
新
規
参
入
を
促
進
し
、
バ
イ
オ
産
業
の
裾
野
拡

大
や
炭
素
循
環
型
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
製
品

の
創
出
を
後
押
し
す
る
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
数
千
個
以
上
の
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
１
時
間
以
内
に

格
納
し
、瞬
時
に
類
似
検
索
可
能
な
ハ
ッ
シ
ン
グ
技
術
を
実
現
し
た
。

ハ
ッ
シ
ン
グ
は
デ
ー
タ
を
０
と
１
の
２
個
で
表
現
し
、
問
い
合
わ
せ

デ
ー
タ
と
類
似
し
た
デ
ー
タ
を
高
速
検
索
す
る
技
術
で
、
膨
大
な
量

の
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
現
代
で
は
様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
世
界
で
初
め
て
、
高
精
度
類
似
検
索
を
大

幅
に
高
速
化
し
た
ハ
ッ
シ
ン
グ
技
術
を
開
発
し
た
。

　
現
在
ま
で
に
様
々
な
ハ
ッ
シ
ン
グ

技
術
が
提
案
さ
れ
て
き
た
が
、
優
れ

た
ハ
ッ
シ
ン
グ
技
術
で
も
ハ
ッ
シ
ュ

値
（
元
の
あ
る
デ
ー
タ
か
ら
一
定
手

順
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
値
）
の
計

算
に
必
要
な
計
算
コ
ス
ト
が
高
い
た

め
、
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
格

納
す
る
際
に
長
い
処
理
時
間
を
要
し

て
い
た
。

　
例
え
ば
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
ハ
ッ
シ

ン
グ
は
、
高
い
近
似
性
能
お
よ
び
検

索
実
行
時
の
高
速
性
と
省
メ
モ
リ
性

で
優
れ
た
技
術
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
や
は
り
ハ
ッ
シ
ュ
値

の
計
算
に
必
要
な
計
算
コ
ス
ト
は
高

く
、
あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
格
納
す
る
の
に
処
理
時
間

は
長
く
か
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
こ
の
問

題
を
解
決
し
、
事
前
の
ハ
ッ
シ
ュ
値

計
算
を
高
速
化
し
て
、
大
規
模
な
デ

ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
高
速
に
格

納
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
一
般
的
に

ハ
ッ
シ
ュ
値
計
算
を
高
速
化
す
る
と

検
索
結
果
が
劣
化
す
る
と
い
う
ト
レ

ー
ド
オ
フ
が
問
題
と
な
る
が
、
今
回

開
発
し
た
技
術
は
検
索
結
果
を
犠
牲

に
す
る
こ
と
な
く
、
高
速
な
デ
ー
タ

格
納
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
成
果
は
、
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ

ハ
ッ
シ
ン
グ
に
お
い
て
、
ア
ン
カ
ー

グ
ラ
フ
の
疎
な
性
質
を
利
用
し
、
ハ

ッ
シ
ュ
値
計
算
の
高
速
化
を
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ

で
は
、
ｎ
個
の
デ
ー
タ
を
ノ
ー
ド
と

し
て
表
現
し
、
そ
れ
ら
は
近
接
す
る

デ
ー
タ
か
ら
選
択
さ
れ
た
ア
ン
カ
ー

と
呼
ば
れ
る
少
数
の
ノ
ー
ド
に
接
続

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ン
カ
ー
は

デ
ー
タ
の
中
か
ら
選
択
さ
れ
た
ク
ラ

ス
タ
を
代
表
す
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
の
計
算
で
は
、

デ
ー
タ
の
ラ
ベ
ル
は
必
要
な
い
。
ア

ン
カ
ー
の
数
が
ｍ
個
で
あ
る
と
き
、

ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
に
お
い
て
デ
ー
タ

と
ア
ン
カ
ー
の
つ
な
が
り
は
疎
な
ｎ

×
ｍ
行
列
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
従

来
の
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
ハ
ッ
シ
ン
グ

で
は
、
ハ
ッ
シ
ュ
値
を
計
算
す
る
た

め
に
、
疎
な
デ
ー
タ
と
ア
ン
カ
ー
の

行
列
か
ら
ア
ン
カ
ー
同
士
の
つ
な
が

り
を
表
す
ｍ
×
ｍ
行
列
を
計
算
す

る
。
ア
ン
カ
ー
は
複
数
の
デ
ー
タ
を

介
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
こ

の
行
列
は
密
に
な
る
。

　
従
来
の
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
ハ
ッ
シ

ン
グ
で
は
、
こ
の
密
な
行
列
の
固
有

値
分
解
を
計
算
し
、
そ
れ
の
固
有
ベ

ク
ト
ル
か
ら
ハ
ッ
シ
ュ
値
を
計
算
す

る
。
し
か
し
ｍ
×
ｍ
の
密
な
行
列
の

固
有
値
分
解
に
は
高
い
計
算
コ
ス
ト

が
必
要
に
な
る
た
め
、
ハ
ッ
シ
ュ
値

を
計
算
す
る
の
に
長
い
時
間
を
要
し

て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
今
回
開
発
し
た
技

術
で
は
、
ハ
ッ
シ
ュ
値
を
計
算
す
る

た
め
に
ｍ
×
ｍ
の
密
な
行
列
を
計
算

し
な
い
で
、
そ
れ
と
同
じ
固
有
値
を

持
つ
三
重
対
角
行
列
と
い
う
疎
な
行

列
を
計
算
し
た
。
こ
の
疎
な
三
重
対

角
行
列
を
用
い
て
、
固
有
値
の
下
限

値
か
ら
高
速
に
固
有
ベ
ク
ト
ル
を
計

算
す
る
こ
と
で
、
ハ
ッ
シ
ュ
値
を
計

算
す
る
処
理
時
間
を
大
幅
に
低
減
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ア
ン
カ
ー
グ
ラ
フ
ハ
ッ
シ
ン
グ

は
、
創
薬
や
ガ
ン
検
診
な
ど
の
様
々

な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
さ
れ

て
い
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
今
回
の
成

果
は
こ
れ
ら
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
数
千
万
個
規
模
の
デ
ー
タ
に
対
し

て
も
実
行
可
能
に
す
る
、
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
オ
ー
ベ
ル
（
東
京
都
調
布
市
）

が
運
営
す
る
調
布
市
の
保
険
調
剤
薬
局
「
オ
ー

ベ
ル
薬
局
」
東
つ
つ
じ
ヶ
丘
店
に
硬
貨
紙
幣
つ

り
銭
機
「
Ｃ
Ｒ
―

シ
リ
ー
ズ
」
＝
写
真
＝
を

納
入
し
た
。
薬
局
で
の
現
金
会
計
時
に
、
支
払

い
と
つ
り
銭
受
け
取
り
を
患
者
自
身
が
行
う

「
セ
ミ
セ
ル
フ
方
式
」
の
端
末
と
し
て
７
月
か

ら
稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
導

入
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
患
者
と
薬
剤
師
が

感
染
を
気
に
せ
ず
、
安
心
し
て
薬
局
を
利
用
で

き
る
環
境
が
実
現
し
た
。
オ
ー
ベ
ル
は
「
地
域

に
根
ざ
す
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
薬
局
経
営
」
を
目

指
し
、
一
人
一
人
の
患
者
の
要
望
に
親
身
に
対

応
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
通
院
・
投
薬
が

必
要
な
患
者
に
、
安
心
し
て
調
剤
薬
局
を
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
回
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
「
Ｃ
Ｒ

―

シ
リ
ー
ズ
」
を
採
用
し
た
。

　
既
設
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
と
同
シ
リ
ー
ズ
を

接
続
し
、
通
常
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
操
作
側
に
向
け
る
現

金
投
入
口
を
、
支
払
い
す
る
患
者
側
に
向
け
、

支
払
い
と
つ
り
銭
受
け
取
り
を
患
者
自
身
が
行

う
こ
と
で
、対
面
で
の
現
金
授
受
を
不
要
と
し
、

人
と
人
と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
「
セ
ミ
セ
ル

フ
方
式
」
を
実
現
し
て
い
る
。

　
こ
の
方
式
で
は
、
薬
剤
師
が
患
者
の
処
方
薬

や
薬
局
で
販
売
し
て
い
る
商
品
を
Ｐ
Ｏ
Ｓ
側
で

精
算
し
、
金
額
が
確
定
後
に
、
患
者
が
現
金
を

「
Ｃ
Ｒ
―

シ
リ
ー
ズ
」
に
投
入
し
て
つ
り
銭

と
領
収
書
と
商
品
を
受
け
取
る
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
処
理

速
度
を
実
現
し
、
現
金
の
入
出
金
が
速
く
、
返

却
さ
れ
た
硬
貨
の
受
け
取
り
口
が
取
り
出
し
や

す
い
設
計
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
使
い
や
す
く

患
者
を
待
た
せ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。ま
た
、

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
の
接
続
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ケ
ー
ブ
ル
１

本
で
完
了
す
る
た
め
、導
入
の
手
間
も
省
け
る
。

　▼ＮＴＴコミュニケーションズは、Ｗ
ｅｂブラウザ上で秘密計算が利用できる
クラウドサービス「析秘（せきひ）」を
８月日から提供開始した。
　秘密計算とは、データを秘匿化したま
ま分析を行い結果のみを出力する技術。
データを秘匿化したまま、回帰分析やデ
ータ集計など多様な統計分析を行うこと
ができる。
　クラウドサービスなので、秘密計算に
従来必要とされてきたオンプレミスでの
大規模システム構築や専用ソフトウェア
のインストールが不要。秘密計算を活用
するまでのリードタイムの短縮が可能
で、初期投資を抑制できる。
　利用に際して複雑なコマンド入力は不
要。汎用的なＷｅｂブラウザを使いWeb 
UIを介して直感的に秘密計算用のシステ
ムを利用できるため、導入の技術的ハー

ドルを下げることが期待できる。
　利用するレコード数、付与ＩＤ数に応
じて万、万、１億の３つのレコ
ードプランを用意。税込み料金は、
レコードプランで初期費用万円、月額
費用万円。

　▼ＮＥＣと富士通は、NEDOの「ポス
ト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開
発」事業で、ポスト５Ｇに対応した基地
局装置（O-RAN仕様準拠）間の相互接続
性を検証する技術の研究開発を、ＮＥＣ
の英国ラボと富士通の米国ラボで開始す
ることを決めたと８月日に発表した。
　８月から段階的に同技術を用いた検証
環境を両社のラボに構築し、検証を開始
する予定である。この検証環境を活用す
ることで、異なるベンダーの装置間にお
ける相互接続性検証を大幅に効率化する
ことができる。ＮＥＣと富士通、NEDOは、
同事業を通してO-RAN仕様に準拠した機
器のグローバルでの普及と発展を後押し
する。

　▼KDDIは、デンヨー（東京都中央区）
とトヨタ自動車が共同開発した水素で発
電する燃料電池電源車（ＦＣ電源車）を
活用し、災害などの長期停電時にＣＯ
排出ゼロで基地局を運用する実証実験を
行い、基地局への給電手段としてＦＣ電
源車が有効であることを確認した。
　この実証実験は、年までのＣＯ
排出量実質ゼロ実現に向けた取り組みの
一環として行った。KDDIはデンヨー、
トヨタと連携し、従来の移動電源車に代
わりＦＣ電源車を本格導入することを引
き続き目指す。
　実証実験では、名古屋市にある基地局
の年次計画停電期間（年６月日）
に、ＦＣ電源車から給電を行い、ＦＣ電
源車の発電性能と操作性、静音性を検証
した。この実証実験で消費した電力量を
従来の移動電源車で発電した際に発生す
るＣＯ排出量として計算することで、
ＦＣ電源車導入によるＣＯの排出削減
量を確認した。


